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「ESPR解説（トレーナー編）コース」運用マニュアル
本運用マニュアルは、基礎編＋中級編＋トレーナー編を統合したESPRトレーナー養成セミナーを開催する場合のマニュアルではなく、ESPR解説（トレーナー編）コースのみを単独開催する場合のマニュアルです。統合したESPRトレーナー養成セミナーを開催する場合は、04ESPRトレーナー養成セミナー\02ESPRトレーナー養成セミナー　運用マニュアル.docを参照してください。
	開催目的
	各組織におけるESPRトレーナーの育成を通じて、組込みソフトウェア開発作業に関わる品質問題の解決を促進させ、開発プロセスの整備やプロセス改善活動を組織の中で推進するトレーナー人材を育成することを目的としています。

	開催概要
	　ESPRトレーナーとしての役割を遂行するために必要なスキル修得を目指すコースです。各人が持ち寄った現場の実際のプロジェクト上の課題を題材としてプロセスに関わる問題解決の手法を学習し、現場でのプロセス改善の活動を促進するためのポイントを学習します。また、現場におけるプロセス改善活動の浸透を行うための参考事例を学習します。

	募集対象者
	組込みソフトウェア開発に関わるプロジェクトリーダー、品質管理者、教育担当者の方

	ＥＳＰＲ解説（トレーナー編）コース
	プログラム
	タイトル
	ESPR解説（トレーナー編）コース

	
	
	時間
	4時間半
	開催時間
	13:00-17:30

	
	アブストラクト
	上記の開催概要を基に、講義と演習では以下の内容を扱います。
講義内容
第1章 　ESPRトレーナーの役割
第2章 　プロセス改善の進め方
第２章まとめ　プロセス改善活動への取り組み例　プロセス改善活動におけるトレーナーの役割
演習内容
演習１　原因分析と改善策（発表）
演習２　改善効果と実施上の課題・対応策（発表）

	研修日数
	1日間

	定員
	4～20名の場合
講師1～2名（メイン講師＋サブ講師）1グループを4名または5名とし、最大4グループで実施
21～30名の場合
講師1～2名（メイン講師＋サブ講師）1グループを4名または5名とし、最大6グループで実施

	実運用上の注意
	タイムテーブルは状況に応じて自由にアレンジしてご利用ください。
【アレンジの例】

◆講義の章ごとに質疑応答の時間を設ける　

◆演習の進捗によって作業時間を変更する

◆演習の発表後に、グループ間で質疑や評価を行ったり、講師が記入例を用いて解説を行う

	演習発表時の注意
	演習の発表の際は、発表に使用するワークシートを受講者人数分コピーをして事前に配布すると、発表や講評の際に対象のワークシートの内容が共有できて効果的です。


	配布資料①

トレーナー編

テキスト
	ファイル名
	03ESPR解説（トレーナー編）コース\ESPR解説（トレーナー編）コース テキスト\


00ESPRトレーナー編 【表紙】テキスト.doc

01ESPRトレーナー編 タイムスケジュール.ppt

02ESPRトレーナー編 目次.doc

03ESPRトレーナー編 テキスト（0）.ppt

04ESPRトレーナー編 テキスト（1）.ppt

05ESPRトレーナー編 テキスト（2）.ppt

06ESPRトレーナー編 テキスト（付録）.ppt

	
	印刷部数
	受講者数分 ・ その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない ・ スライドのみ2up
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ

	配布資料②
トレーナー編

演習説明書
	ファイル名
	03ESPR解説（トレーナー編）コース\ESPR解説（トレーナー編）コース 演習\


00ESPRトレーナー編 【表紙】演習説明書.doc

01ESPRトレーナー編 演習説明書.ppt

02ESPRトレーナー編 演習問題スライド（講師用）.ppt　※ 講師数分印刷

	
	印刷部数
	受講者数分 ・ その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない ・ スライドのみ2up
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ

	配布資料③
トレーナー編

演習問題参考資料
	ファイル名
	03ESPR解説（トレーナー編）コース\ESPR解説（トレーナー編）コース 演習\


10ESPRトレーナー編 【表紙】演習参考資料.doc

11ESPRトレーナー編 REF01 WS01用 問題の原因例.xls

12ESPRトレーナー編 REF02 WS02用 問題の原因と改善策例.xls

	
	印刷部数
	受講者数分 ・ その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない ・ スライドのみ2up
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ

	配布資料④

トレーナー編

演習問題ワークシート
	ファイル名
	03ESPR解説（トレーナー編）コース\ESPR解説（トレーナー編）コース 演習\


20ESPRトレーナー編 【表紙】演習ワークシート.doc

21ESPRトレーナー編 WS01問題記入シート.xls

22ESPRトレーナー編 WS02問題解決シート.xls

	
	印刷部数
	受講者数分 ・ その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない ・ スライドのみ2up
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ

	配布資料⑤
トレーナー編

演習問題ワークシート（記入例）
	ファイル名
	03ESPR解説（トレーナー編）コース\ESPR解説（トレーナー編）コース 演習\


23ESPRトレーナー編 WS01問題記入シート（記入例）.xls

24ESPRトレーナー編 WS02問題解決シート（記入例）.xls

	
	印刷部数
	受講者数分 ・ その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない ・ スライドのみ2up
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ

	配布資料⑥

トレーナー編

アンケート
	ファイル名
	04ESPRトレーナー養成セミナー\

03ESPRトレーナー養成セミナー　アンケート.xls

	
	印刷部数
	受講者数分 ・ その他（　　）部
	PPT印刷
	スライド形式 ・ ノート形式

	
	印刷色
	カラー ・ モノクロ
	印刷サイズ
	A4 ・ A3

	
	N-up
	しない ・ スライドのみ2up
	印刷面
	片面 ・ 両面

	
	投影データとしても使用 ・ 印刷データは投影データには使用しない ・ 配布のみ


◆備品
	区分
	備品名
	数量
	備考

	パソコン
	講義用PC
	1
	講義で使用

	ソフトウェア
	Microsoft Office（2003以降）
	1
	講義でPowerPointを使用

	什器
	プロジェクター
	1
	講義用（講義時のスライド投影）

	什器（オプション）
	書画カメラ
	１
	演習用（演習の発表の際に、発表対象の作成物をスクリーンに投影する）

	什器
	ホワイトボード(講師用)
	1
	

	什器（オプション）
	ホワイトボード（グループ演習用）
	グループ数
	グループ討議する際に使用

	什器（オプション）
	コピー機
	１
	演習用（発表前に作成したシートのコピーを受講者分コピーして受講者に配る）

	備品（オプション）
	指示棒（またはレーザーポインター）
	1
	講義用

	備品（オプション）
	ネームプレート
	参加者数
	

	備品（オプション）
	グループプレート
	グループ数
	

	備品（オプション）
	タイムテーブル
	数枚
	壁に貼って、進行時間を共有するため


◆教室レイアウト
・グループ演習を行うため、4～5名で1グループになるように机を向かい合って配置します。
【受講者が20名の場合】
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